




はじめに―“Verba volant, scripta manent”（言葉は飛び去り、書か 
れたものが残る）
　2013年と 2014年は「日本スペイン交流 400周年」（AÑO DUAL ESPAÑA – 


































































世は、「王室財産に関わる文書を所持する一人の者（“un tenedor del archivo de 




初の法令とされる「シマンカス文書館の管理のための訓令（Instrucción para el 










（２）特別展示「日出ずる国を求めて―天正遣欧使節団（1582 年～ 1588 年）
と慶長遣欧使節団（1613 年～ 1617 年）」







［2013 年 11 月 8日撮影］
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（Consejo de Indias）、通商院（Casa de la Contratación）、各領事館（consulados）、


















団（1613 年～ 1620 年）」



















第 1展示 未知の日本から天正遣欧使節へ（1～ 11）
第 2展示 豊臣秀吉の死までの日本スペイン関係（12～ 23）
第 3展示 ヌエバ・エスパーニャ航路の開始（24～ 32）
第 4展示 ロドリゴ・デ・ビベロとアロンソ・ムニョスの使節一行（33～ 42）
第 5展示 セバスティアン・ビスカイーノと慶長遣欧使節のはじまり（43～ 54）
第 6展示 慶長遣欧使節―アカプルコからセビーリャへ（55～ 71）
第 7展示 慶長遣欧使節―セビーリャでの支倉（72～ 83）
第 8展示 慶長遣欧使節―セビーリャから王宮へ（84～ 97）
第 9展示 慶長遣欧使節―ローマの道（98～ 110）























































































①アラゴン王室文書館（Archivo de la Corona de Aragón）、②バリャドリッド王立高等
法院文書館（Archivo de la Real Chancillería de Valladolid）、③国立歴史文書館（Archivo 
Histórico Nacional）、④行政総合文書館（Archivo General de la Administración）、歴史記憶
文書センター（Centro Documental de la Memoria Histórica）、⑤国立歴史文書館貴族部門
（Sección Nobleza del Archivo Histórico Nacional）、⑥中央文化文書館（Archivo Central de 
Cultura）、中央教育文書館（Archivo Central de Educación）、⑦アラバ県歴史文書館（Archivo 
Histórico Provincial de Álava）、⑧ギプースコア県歴史文書館（Archivo Histórico Provincial 
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de Guipúzcoa）、ビスカヤ県歴史文書館（Archivo Histórico Provincial de Vizcaya）、⑨文書
情報管理センター（Centro de Información Documental de Archivos ― CIDA）、⑩文書複製局




済と経営』第 34巻第 1号（2003年 6月）、111～125頁、同第 2号（2003年 9月）、107～
















による緻密な研究がある。Véase, José Luis Rodríguez de Diego, Instrucción para el gobierno 
del Archivo de Simancas（Año 1588）:  Estudio por José Luis Rodríguez de Diego, Ministerio 
de Educación y Cultura - Dirección General del Libro, Archivos y Biblioecas – Subdirección 





10）　Archivo General de Simancas, En busca del Sol Naciente: Las embajadas Tenshō（1582―
1588）y Keichō（1613―1617）Catálogo de la exposición, 2013, p. 1
11）　筆者はすでに、2013年 11月 8日に同館を訪問していたが、2014年１月 6日と 7日に
再訪した際にも、展示は継続されていた。
12）　Archivo General de Simancas, op. cit., p. 1.
13）　Ibid.
14）　筆者が 2度にわたるシマンカス文書館訪問の際、この感想をエドゥアルド・ペドゥ
ルエロ（Eduardo Pedruelo）前館長（2013年 7月 8日）とフリア・ロドリゲス（Julia 
72
（14）













Lage Reis Correia）氏の研究が重要である。Véase, Pedro Lage Reis Correia, A Concepção de 
Missionação na Apologia de Valignano: Estudo sobre a Presença Jesuíta e Franciscana no Japão
（1587―1597）, Centro Científico e Cultural de Macau, I. P., Ministério da Ciência, Tecnologia e 










de Indias, EXPOSICIÓN DE JAPÓN A ROMA BUSCANDO EL SOL DE LA CRISTIANDAD: 
LA EMBAJADA DE HASEKURA（1613―1620）, Sevilla, 14 de junio a 15 de agosto de 2013）に
もとづいている（http://www.mcu.es/archivos/Novedades/novedades_Destacados_AGI.html）
［2014年 2月 21日閲覧］。
24）　筆者が同館を訪問したのは 2013年 7月 8日であったが、その際に対応してくれた本展
示責任者の 1人である学芸員ピラール・ラサロ・デ・ラ・エスコスーラ（Pilar Lázaro de 





25）　Archivo General de Indias, op. cit., p. 1.
26）　Archivo General de Indias, op. cit., p. 2.
27）　参照、外務省外交史料館・在日スペイン大使館『特別展示日本とスペイン―外交史
料に見る交流史展示資料解説』、3頁。
28）　Emilio Sola, “España y Japón en el Siglo de Oro: Historia de un desencuentro”, en María 
Jesús Zamora Calvo（Editora）, Japón y España: acercamientos y desencuentros（siglos XVI y 





されていた書簡の体で、慣習化した情報伝達システム（sistema habitual de transmisión de 
información）であった」（Cf. Archivo General de Simancas, op. cit., pp. 28―29）。
29）　Antonio de Nebrija, Gramática de la Lengua Castellana, volumen I, Edición facsimilar, 









であったことを、Lvys Piñeyro, Relacion del svcesso que tvvo nuestra Santa Fe en los Reynos del 
Iapon, desde el año de seyscientos y doze hasta el de seyscientos y quinze, Imperando Cubosama, Por 
la viuda de Alonso Martin de Balboa, Madrid, 1617から明らかにすることを試みたものとし
て、参照、大航海時代の戦国愛知研究会（愛知県立大学）編『大航海時代の戦国あいち―
十六世紀前後の日欧史料から』（愛知県陶磁資料館企画展「戦国のあいち 信長の見た城館・
陶磁・世界」第三展示部門冊子）、2012年、22～ 24頁（川畑執筆担当）、川畑博昭「大航
海時代イベリア文書における『人民主権』の原理的意味―『近代法』再考のための『主
権』の『抗議性』の復権のための覚書」『愛知県立大学文字文化財研究所年報』第 6号（2013
年 3月）、1～ 23頁、同「異端者たちの多文化共生―愛知のキリシタンに見る『異文化
理解』の作法」愛知県立大学歴史文化研究会編『大学的愛知ガイド』（昭和堂、近刊）。な
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お、1617年に執筆されたルイス・ピニェイロによる同書は、当時のスペイン国王フェリ
ペ三世に捧げる体裁をとっている。
32）　筆者も関わる、愛知県立大学学長特別研究費「大航海時代の戦国愛知」研究会（代表・
上川通夫）の共同研究は、歴史学、地理学、文学、言語学、法学の分野からの試みの 1つ
である。さしあたりの成果として、大航海時代の戦国愛知研究会（愛知県立大学）、前掲
資料（2012年）がある。
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